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　高齢者が日常生活を営むのに必要な機能を維持・向上す
るための機能訓練をアシストする機器が求められています。
マッスルスーツの基本機能は、下半身に対し上半身を伸ば
す・曲げることですが、この機能で病院や通所介護 ( デイ
サービス ) などでの機能訓練機器としての製品化を目指し
ます。

　各機能・性能を有する試作機の完成を目指します。
①自立支援モデル開発 ( 起立・歩行 )：アクティブ歩行器
として、免荷状態の定量把握・デザイン性　②機能訓練
モデル開発 ( 姿勢矯正・歩行 )：軽量化・デザイン性・メ
ンテナンス性　③可動域回復モデル開発 ( 足首足指 )：デ
ザイン性・メンテナンス性

①自立支援モデル開発 (起立・歩行 )● 歩行障害患者とそ
の介助者の利用を想定し、座った状態 ( 座位 ) から起き上が
り( 起立 )、人工筋肉で二足歩行をアシストします。
●  現行機を改良したプロト機を開発します。
②機能訓練モデル開発 (姿勢矯正・歩行 )
● それぞれの設計思想で作られた 3 種類の現行モデルを
評価し、１つに絞り込みます。　● 選ばれたモデルの量産
に向けたブラッシュアップ開発を行います。
③可動域回復モデル開発 (足首足指 )● 使用者の足首・
足指の可動域回復を目的として用いられる、人工筋肉を用
いた足首足指ストレッチ装置です。　● 現行機の完成度
を高め、量産化の目途をつけます。

研究（実用化）開発のポイント・先進性

現状・背景 研究（実用化）開発の目標

2019 年度開始

医療関連
分野

累計 16,000 台以上を出荷しているマッスルスーツ、並びにそのキーパーツであるマッキ
ベン型人工筋肉で培った機構設計・材料選定・量産製造に関する固有技術やノウハウ ( コ
スト・品質・安全性・高い信頼性・装着感など ) を活かした応用製品である自立支援・機
能訓練・可動域回復の各モデルの実用化開発を行います。

株式会社イノフィス

作業用から医療・リハビリ用へ
～マッスルスーツと人工筋肉の技術展開～

マッスルスーツ応用型自立支援機器の実用化技術開発

○実施期間
2019~2021 年度

○実用化開発場所
南相馬市

これまでに得られた効果

①自立支援モデル開発
●  体重70㎏(最大120㎏ )の利用者を安定・

安全に支えて起立させ、5 歩以上できる
機器の完成と実証評価を完了しました。

②機能訓練モデル開発
●  伸展・屈曲アシスト併用型の 2in1 プロト

モデル完成と評価を完了しました。
③可動域回復モデル開発
●  現モデルの機能性・安全性・装着性を確

保しつつ、製造コストを廉価に抑えたプ
ロトモデルの完成と評価を完了しました。

●  健康・医療分野での普及が進むこ
とにより、その数量と品種数が拡大
し、製造委託先 ( 菊池製作所南相馬
工場 ) における製造ライン規模拡大、
稼働率向上が見込まれます。

●  導入分野が広がると、製品として機
能・性能を高度化するため、将来に
渡りハードウェアの新規開発・改善改
良が継続されます。常に短納期での
設計・開発業務が発生し、南相馬市
の工場周辺での技術者の雇用拡大と
維持が見込まれます。

浜通り地域への
経済波及効果（見込み）

開発者からの浜通り
復興に向けたメッセージ

　この実用化開発の成功、事業化の達成
により、マッスルスーツシリーズは労働・作
業環境を改善する作業補助用ロボットであ
るだけでなく、リハビリテーションや医療
分野へも適用できる、「人の自立を促すロ
ボット」でもあることを実証して、浜通り地
域からそれを全世界へ発信していきます。

事業者の
連絡先 株式会社イノフィス — 東京都千代田区神田紺屋町 15 グランファースト神田紺屋町 6 階 — ☎ 024-572-3133（担当：中川誠也） — s-nakagawa@innophys.jp
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